
２
月
定
例
県
議
会
が
、
２
月
１４
日
～
3
月
２０
日
ま
で
３５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
宮

川
え
み
子
県
議
が
代
表
質
問
、
阿
部
裕
美
子
県
議
が
追
加
代
表
質
問
、
宮
本
し
づ
え
県
議
が
一
般
質

問
、
吉
田
英
策
県
議
が
総
括
質
問
、
最
終
日
に
神
山
悦
子
県
議
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
福
島
県
議
会
議
員
団
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神山悦子(郡山市)阿部裕美子(伊達市・郡)宮川えみ子(いわき市)宮本しづえ(福島市)吉田英策(いわき市)
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新
防
衛
計
画
大
綱
は
、
５
年
間

で
２
７
・
５
兆
円
を
投
入
し
、
Ｆ

３５
戦
闘
機
を
１
４
７
機
買
う
計

画
で
、
「
専
守
防
衛
」
の
建
前
す

ら
投
げ
捨
て
て
い
ま
す
。

宮
川
県
議
は
代
表
質
問
で
、
消
費
税
増
税
と
改
憲
中
止
、
第
二
原
発
廃
炉
は
国
が

判
断
を
な
ど
、
暮
ら
し
と
安
全
に
対
し
県
民
の
立
場
で
安
倍
政
権
と
対
峙
す
る
よ
う

質
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
は
地
元
企
業
や
避
難
者
置
き
去
り
の
大

型
事
業
に
な
り
か
ね
な
い
と
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

宮
川
県
議
は
消
費
税
１０
％
増

税
に
つ
い
て
、
深
刻
な
消
費
不
況

の
下
で
、
８
％
増
税
時
か
ら
実
質

家
計
消
費
は
年
間
２５
万
円
も
落
ち

込
み
、
毎
月
勤
労
統
計
偽
装
、
複

数
税
率
や
ポ
イ
ン
ト
還
元
な
ど
の

問
題
点
を
指
摘
。
原
発
事
故
を
受

け
た
福
島
県
の
昨
年
の
中
小
企
業

倒
産
は
７８
件
と
震
災
翌
年
以
降
最

大
と
な
る
も
と
で
、
増
税
さ
れ
れ

ば
原
発
事
故
で
打
撃
を
受
け
た
県

内
経
済
は
、
一
層
重
大
化
す
る
と

指
摘
し
、
反
対
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
増
税
し
な
く

て
も
財
源
は
あ
る
こ
と
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

憲
法
に
自
衛
隊
を
書
き
込
め
ば

歯
止
め
が
一
挙
に
外
さ
れ
、
日
本
の

自
衛
と
は
関
係
な
く
、
地
球
の
裏
側

ま
で
ア
メ
リ
カ
軍
と
一
体
に
な
っ

て
自
衛
隊
の
若
者
を
戦
わ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
県
民
の
暮
ら
し
と

安
全
に
責
任
を
持
つ
立
場
か
ら
、
憲

法
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
改

定
に
反
対
す
べ
き
と
知
事
の
考
え

を
質
し
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
自
衛
隊
の
新
規
隊

員
募
集
に
対
し
て
、
若
者
の
名
簿
提

出
に
６
割
以
上
の
自
治
体
が
拒
否

し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
９
条
改

定
が
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
自
衛
隊
法
で
は
「
資
料
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
だ
け

で
、
自
治
体
が
応
じ
る
「
義
務
」
は
あ

り
ま
せ
ん
。

県
内
で
は
、
名
簿
の
紙
媒
体
で
の
提

出
に
も
協
力
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
が
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
応
じ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宮川県議は、地元紙が１月に行った県民

世論調査で、福島第二原発廃炉の正式決定

については「国が東電に働きかけを強める」

が４４．８％でトップであったことを紹介

し、県は第二原発廃炉は国が決断するよう

求めるべきと質しました。

野党４党が提出した「原発ゼロ基本法案」

は、原発は動かさない・動いているものは

止める・再稼働はさせないこと、原発立地

自治体の雇用や経済、事業者支援について

も国の責任を明示していることなどを示

し、国に早期成立を求めるよう質しました。

知事は原子力災害は終わっていないとし

て、復興庁の後継組織と財政支援を国に求

めているにもかかわらず、２０２０年３月

末には大熊・双葉を除くすべての避難者へ

の住宅支援を打ち切ることは矛盾している

と指摘し、支援の継続を求めました。しか

し内堀知事は打ち切り方針を変えていませ

ん。

（写真右）「消費税１０％は中止を」署名宣伝行動＝３／２２ 福島駅前

代表質問する

宮川えみ子県議

２月２５日



これまで県は中途失明者の歩

行訓練事業を他県の盲導犬協会

に委託していました。新年度から

県に訓練士を配置することに。

県
は
「
商
業
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
の
基
本
方
針
見
直
し
で
、
福

島
市
や
郡
山
市
で
す
す
む
広
域

連
携
中
枢
都
市
圏
で
の
調
整
を

盛
り
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
伊
達

市
堂
ノ
内
の
イ
オ
ン
誘
致
を
視

野
に
、
大
型
店
の
出
店
に
道
を
開

く
も
の
で
す
。
６
千
㎡
を
超
え
る

大
型
店
の
出
店
を
抑
制
し
、
県
内

の
中
小
商
店
の
営
業
と
暮
ら
し

を
守
っ
て
き
た
条
例
の
目
的
に

逆
行
す
る
も
の
で
す
。
中
小
商
店

か
ら
は
、
営
業
に
と
ど
め
を
刺
さ

れ
る
と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。今

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
条

例
を
活
か
し
、
お
年
寄
り
も
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
、
歩
い
て

暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
あ
り
、
基
本
方

針
の
見
直
し
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

子育て支援として、小中

学校給食費無料化や一部

補助実施の市町村が広が

っています。

新年度から、古殿町が全

額無料、平田村が半額補助

へ。また、田村市が在籍２

人目以降、白河市が在籍３

人目以降を無料にします。

県内３１市町村が全額

無料または半額・一部補助

を実施することになりま

す。

憲法２６条は義務教育

は無償としており、「子育

て日本一」を掲げる県は、

県の制度として、全県実施

に踏み出すべきです。

共産党県議団が繰り返し求めてきた要求が実現しました。

今夏までにほぼ全ての県

立高校普通教室にエアコン

が設置されます。また特別

支援学校へのエアコン予算

もつきました。早期の設置

と体育館へのエアコン設置

を引き続き求めています。
今年から１０年間の再エネの

固定買取制度が終了する世帯が

出るため、蓄電設備への補助を創

設します。

国の災害対策補正で河

川の土砂上げ費用が大幅

な増額に。

入居後３年を経過し収入基準

を上回る世帯への家賃の割増し

を、避難者を考慮し軽減すること

に。

県教育委員会は、今後５年間

で２５の県立高校を１３校に

統廃合する、県立高等学校改革

前期実施計画を発表しました。

統廃合が予定される高校の

関係者から、「地域の文化拠点

がなくなる」「地域の衰退に拍

車がかかる」など統廃合に反対

する声が上がっています。また

「５０㎞も離れた高校を統合

してどうやって通学するのか」

など、今議会で与党会派からも

神
山
県
議
は
２
０
１
９
年
度
県

の
当
初
予
算
に
反
対
の
立
場
で
討

論
し
ま
し
た
。
県
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
復
興
・
創
生
分
６
，
０

０
１
億
円
を
含
め
１
兆
４
，
６
０

３
億
円
で
す
。

消
費
税
１０

％
増
税
と
憲
法
９

条
改
憲
、
原
発
再
稼
働
な
ど
悪
政

を
強
め
る
安
倍
政
権
と
一
体
に
県

政
運
営
を
進
め
、
新
年
度
予
算
も

そ
の
立
場
か
ら
の
編
成
だ
と
指

摘
。
原
発
事
故
に
よ
る
被
災
者
に

寄
り
添
う
姿
勢
は
み
ら
れ
ず
、
避

難
者
へ
の
住
宅
無
償
提
供
を
次
々

と
打
ち
切
る
県
を
批
判
し
「
人
間

の
復
興
」
が
な
け
れ
ば
真
の
復
興

同時に県立高校の特色化を推進するとして、下表のように６つの学校

問題視する意見が上がりました。県教委は、こうした意見を計画に反映

しようとせず、あくまで予定通り実施する構えです。学校関係者や地域

の意見を反映し、見直しするよう求めました。

群に区分けし、序

列化するとしてい

ます。どの子ども

にも限りない未来

の可能性があるに

もかかわらず、教

育行政が決めた育

てたい生徒像を固

定化し、中学の段

階から押し付ける

ことになります。

「人格の完成」と

いう教育本来の目

的が歪められるこ

とになるため、特

色化という名の序

列化は見直すべき

と求めました。

追加代表質問する

阿部裕美子県議

２月２７日

県北地方振興局長へ伊達地方議員団とともに

要望する阿部県議と大橋さおり

伊達市・郡県政対策委員長（２月４日）

討論する

神山悦子県議

３月２０日

と
は
言
え
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
イ
ノ
ベ
構
想
に
は

前
年
度
の
７
０
０
億
円
を
上
回
る

９
１
２
億
円
を
計
上
。
総
額
１
５
６

億
円
か
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ

ィ
ー
ル
ド
は
新
年
度
中
に
完
成
の

予
定
で
す
が
、
地
元
の
商
工
会
議
所

で
も
「
復
興
に
役
立
つ
」
と
し
て
い

る
の
は
３
％
程
度
だ
っ
た
と
指
摘
。

神
山
県
議
は
、
全
国
的
に
も
低
い

県
民
の
医
療
・
福
祉
・
教
育
に
こ
そ

大
幅
な
予
算
と
施
策
の
拡
充
が
必

要
と
述
べ
ま
し
た
。

石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ

Ｃ
）
で
使
う
石
炭
荷
揚
げ
の
た
め
の

小
名
浜
港
東
港
（
人
工
島
）
整
備
に

１
２
７
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
逆
行
す
る
と

反
対
。
消
費
税
１０
％
増
税
に
伴
う
県

の
手
数
料
・
使
用
料
の
引
き
上
げ
条

例
改
正
は
中
止
を
求
め
ま
し
た
。


